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今日の富士山



今日の富士山



新幹線の車窓から見える会社



京都・上賀茂神社



京都・上賀茂神社



百円ショップをみる

　　　　　１００円均一店

　　　　　略称：百均（ヒャッキン）

本日のテーマ



１００円ショップ







ＳＭＢＣコンサルティング資料より



三菱ＵＦＪ　Ｒ＆Ｃ資料より



ダイソー（大創産業）の売上げ推移

ＳＭＢＣコンサルティング資料より



ダイソーのフランチャイズシステム

ＳＭＢＣコンサルティング資料より





百円ショップ製品

何でもある総合生活雑貨店：

文具：ノート、鉛筆、はさみ、
作業工具：金づち、ドライバー
陶磁器・ガラス製品：皿、グラス、プラスチック製品
ガーデニング用品　ペット用品　電池　三文判
衣料品：下着、靴下　　化粧品：口紅、マニキュア
ネクタイ　　　　腕時計　　　電卓　　　土鍋

食品：袋入りスナック菓子、レトルト食品
　　　　カップめん、調味料



・百円ショップ
　　売価・百円の商品を作って売る
　　小売業の新しい業態を切り開いた

・百円で売ることのできる秘密
　　流通の仕組みの違い
　　日用雑貨のメーカー製造原価
　　　一般売店：２００円
　　　百円ショップの商品
　　　　ほとんど差がない
　　　　取引流通コストが問題



一般販売ルート：
　　
　　返品リスク
　　在庫コスト　
　　欠品ペナルティ
　　流行おくれの「不良在庫」を抱える

　　経費を上乗せ



百円ショップ：
　　発注：注文数万個～百万個単位
　　返品無し

　　受注生産
　　在庫リスク無し
　　大量生産→開発コスト削減

　　物流コスト：メーカーから直納

　　「製造小売業」といわれる



百円ショップ製品価格構成

メーカー→百円ショップ業者：　　　　　　４０円
百円ショップ業者→フランチャイズ店：　６０円
フランチャイズ店→消費者：　　　　　　１００円

粗利益率：一定の水準



原産国：
　・中国、韓国、ベトナム、インドネシア
　　　労賃の安いアジア諸国

　・ガラス・陶器：イタリア製等世界各地
　・プラスチック製品：国産が多い
　　　　　　　　　　　　　輸送がかさばる
　・国内産：化粧品、スプレー、有田焼　　　



生産流通基地・中国の義烏（イーウー）



生産流通基地・中国の義烏（イーウー）

・地域全体が日用雑貨の巨大な卸市場
　中国東部の浙江省の中心都市・杭州の南
　上海から３００キロ

・世界一の日用雑貨の生産流通基地





・「中国小商品城」：
　　工具、文具、スポーツ用品、バッグ、傘
　　電気用品、時計、メガネ
・「賓王市場」：
　　洋服類、靴下、肌着、タオル、寝装具、ネクタイ
・「福田市場」：
　　おもちゃ、アクセサリー、造花、店内装飾品

・市内全市場：４万店、１０万人働く、
・バイヤー　１日平均１５万人　うち外国人１万人
・商品種類　２０万種、
・年間売上高　２１２億元（３１８０億円）

朝日新聞２００３年調べ



　　　義烏での日用品の価格

・事務用ボールペン：０．１３元（日本円約２円）　　
　　　　　　　　　百円ショップ１０本パック可能
・ペンチ等工具類：３０円～４５円
・液晶腕時計：６７円
・サングラス：１５円から６０円
・折りたたみ傘：６７円
・ポリエステルのネクタイ：２２円～７５円

朝日新聞２００３年調べ



・日本の百円ショップ業者大手：義烏に拠点

・工場を探し当て、品質や包装で日本仕様に

・輸出比率５７％：
　中東向け、フィリッピン、インド、欧州向

・日本向け：輸出全体の０．５％，

朝日新聞２００３年調べ



ハンドバック製造



義烏の工場：
　　・ハンドバッグ、ポーチ
　　　　　　　　日本の大手百円ショップへも

　　・月に８０万個生産、輸出比率９割、

　　・韓国・台湾の業者と取引、
　　　　　　　　　実際の出荷先：欧州・日本



ハンドバック工場の労働者

・工員数：４００人、女性：７割
　　　　　　年齢１９歳から２５歳
・近隣の省から：
　　　　　　住み込み、宿舎６人部屋
・労働時間一日１０時間
　　　　　　休日は月に２日
・月給８００元（約１万２千円）
　　　食費１日３食分４元
　　　　　　　月に２０元（約１８００円）天引き

朝日新聞２００３年調べ



義烏の労働者

・町中で自転車で荷物を運ぶ労働者：
　　　　　手取り一日１５元（約２２０円）
・義烏の労働者
　　　日本の単純労働者の賃金の
　　　　　２０分の１から３０分の１
・百円ショップを支える低賃金の構造

朝日新聞２００３年調べ



タイの紙すき



タイの紙すき
・チェンライ県：
　　　チェンマイから北へ車で約３時間

・農閑期の現金収入の伝統産業：
　　　日本の和紙と同じ技法



・労賃：出来高制
　　　新聞紙大で１．２５バーツ（４円弱）
・１日７０～８０バーツ（２１０円～２４０円）
・週６日で、月２０００バーツ
　　　　（公務員の月給５０００バーツ）
・生計の足しになるパート仕事

・製造業者から問屋へ：１枚７バーツ（２１円）
　　　月間売上高８５００枚
　　　　　　　　　　　６万バーツ（１８万円）
・月に２０万から３０万枚
　　　　バンコクの業者から輸出

朝日新聞２００３年調べ











・有田焼：「彩山」「長月」　茶碗の底に銘

・１９９９年に大創産業から話
・提示価格：茶碗１個につき数円の原価割れ
・半年に２００万個という大量発注が魅力

・原価割れ解消
　　・「歩留まり」の向上、
　　　　　陶器の弱点：ゆがみ・ひび、色ずれ
　　・歩留まりを上げることに成功
　　・１年後に原価割れを解消



・年間生産量１５００万個
　　・百円ショップ向け：４００万個　全体の３割弱
・残る７割：一般問屋向け製品
　　　コスト削減策で利益が出る

・有田焼のイメージが壊れると批判：
　　いまでは他社も百円ショップ向けに生産

朝日新聞２００３年調べ



日本で作られているもの



百円ショップの新たな展開



・「業態が溶ける時代」：
　　　スーパー、ホームセンター、コンビニ、
　　　百円ショップという垣根が低くなり、
　　　それぞれの特徴が薄れる。
・価格・品質に消費者の「驚き」「関心」を
　　　つなぎとめるむずかしさ。
・１００円にたいしての面白がっての衝動買いが
　　　なくなって、必要なものだけ買う
・１００円均一ではなくなってくる：２００円、３００円



日経２００５年５月２４日



ローソン
ストア１００
１号店
東京練馬区
中村橋駅前





日経流通２００７年２月２日



日経流通２００６年１２月８日



日経流通２００５年９月２１日



・日本での影響：
　　　学校前の小さな文具店をつぶしていく

・貧困国の犠牲の上に、
　　　先進国の豊かさが成り立っている現実

・日本の中で造られている製品
　　　　国内製造業の変化



今週の「こんな生き方もある」

今朝の新幹線の窓からの富士山 化学会社から
ガラス職人へ

Fole 2007-03



ビデオ鑑賞

地球街角アングル

「義烏：中国最大の雑貨市場」
　　　　　　　（百円ショップのふるさと）

ＮＨＫＢＳ：２００５年５月７日放送
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０分
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